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チョコレートがどこにあると思っているか，という質問をする。この間いに対して子どもが  
く線〉の戸棚を選ぶと，マクシの誤った信念（false belief）を正しく推測できたということに  
なる。この課題に対して，3歳～4歳児ほその殆どが正しく答えられないが，4歳～7歳にか  
けて正答率が上昇するというかなり一貫したデータが得られている（Perner，1991；子安，1997  
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方  法  







表1 実施年度別，年齢別，性別の被験児数  
群名   平成9年度  平成10年虔  平  成11年度   
男7人  
GI  年長児   女4人  
計11人  
男2人  男2人  
GⅡ  年中児   女5人  
計7人   計7人  
男 5人   男 6人   男 6人  
GⅢ  年少児     年中児     年長児             女 3人  
計 8人  計 9人  計 9人   
男4人  男5人  
GⅣ  年少児   女5人  
計9人   計10人   
男3人  
GV  年少児   女4人  
計7人   




2．観察研究   
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り．園児同士の関わりの観察にとっては都合のよい条件であった。   
3．調査研究   
3．仁 調査者   
4月に入園した年少児が園の生活に慣れる6月頃，観察日の木曜以外の曜日に調査日を設定  
し．幼稚園の1階の小部屋を借りて，2人の調査者（大学院生の補助者1人を含む）が園児ご  
とに個別に実施した。調査時期は，1998年6月ならびに1999年6月の2回である。   










ア．誤った信念課題   
材料は，赤い箱と青い箱（同時に机の上に出しておく），クマとサルの人形，ミニチュアのパ  
トカー。次のA～Dの手順で行なった。   
A．クマの登場：「クマさんは，パトカー で遊んでいました。クマさんほ，パトカーを赤い  
箱に入れて出て行きました。」〔クマがパトカーを赤い箱にしまう；サルは不在〕   
B．サルの登場：「クマさんがいない時に，おサルさんがやってきました。おサルさんほ，  
パトカーを赤い箱から出して遊びました。おサルさんは，パトカーを青い箱に入れて出  
て行きました。」〔サルがパトカーを青い箱に移す；クマは不在〕   
C．クマの再登場：「クマさんが，もう一度パトカーで遊ぼうと思ってやって釆ました。」  
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子安・服部・郷式：「心の理論」獲得前後の他者の心の理解過程  
ケ 発達検査課題   
K式発達検査の下位検査のうち「数選び4」，「積木叩き」，「4数復唱（3数復唱）」，「了解I」，  
「了解Ⅱ」，「了解Ⅲ」を手引きに従って実施した。   





部で12問を用意し，連続して3問誤るまで行った。   
C．4数復唱（3数復唱）：調査者が唱えた4数をそのまま復唱させる課題。用いた数系列  
ほ，「4739」，「2854」，「7261」の3つであり，3間中1問正答が通過の基準である。4数  
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結  果  
1．分析方法  












1．3．カード配列課題の分析法   
A．機械的課題，B．行動的課題，C．意図的課題のそれぞれについて，3枚のカードを正し  
く配列できたかどうかを，BaronTCohen，Leslie，＆Frith（1986）の原研究にならって，2点法  
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2．調査の結果   






















2．3．K式発達検査の結果   
K式発達検査の「数選び4」，「積木叩き」，「4数復唱（3数復唱）」，「了解I」，「了解Ⅱ」，  
「了解Ⅲ」の結果ほ，本稿では紙幅の都合で粗デー タを示すにとどめる。この結果ほ，表2  
（1998年調査）と表3（1999年調査）の右半分に示される。  
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3．観察による事例分析の結果   
3人の観察者が記録したエピソードのうち，個々の子どもについてその時点での誤った信念  
課題の通過の有無を確認し，さらにエピソードの内容が心の理解に関するもので，当該の子ど  
もが心の理解に関わる発話や行動を示した事例と示さなかった事例に分類して，   
A．誤った信念課題不通過で心の理解が見られないエピソード   
B．誤った信念課題不通過で心の理解が見られるエピソード   
C．誤った信念課題通過で心の理解が見られないエピソード   
D．誤った信念課題通過で心の理解が見られるエピソード  
の4カテゴリーに分けた。以下には，この4つのカテゴリー別のエピソード例を示す。なお，  














ように促されると自分のおしごとに戻ってしまう。   
そこに先生がやってきて，MKちゃんほHY先生と一緒に自由画帳を探し，やっと見つけ  
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1999年9月30日  誤った信念課題×，心の理解×   エピソード3  
FS君（年少）が1～10の数字のついた札を並べている。そこにKK君（年中）がじゃまを  
しにきた。KK君に数字の札を取られそうになったFS君は，泣きそうな顔になり，「は－や－  
く－」と言った。KK君は「はやく？」と訝しげな顔つきをした。   
FS君は，発達に遅れがあり，おしごとは全くせずに教室の中を動き回り，棚に置かれた  
おしごとの道具を引っ繰り返して回る。しかし，数の札や平仮名の札は大好きで，あちこち  
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B．誤った信念課題不通過で心の理解が見られる例  




いる手を開いてみせるという行動をしていた。   
MS君ほ，1998年調査，1999年調査とも誤った信念課題には通過していない。しかし，上  
のようなあざむき（deception）はできた。  




信念の理解の指標とは言い切れない。   
同年齢集団内でのこうしたゲーム的な相互交渉が他者理解の発達に及ぼす影響を検討して  
いく必要があろう。  
誤った信念課題×，心の理解○   1999年4月22日  エピソード5  
FS君（年少）が服部の近くで上靴も靴下もぬいで，金魚を見ている。その様子を服部が  
見ていると，TJちゃん（年中）がやってきて，「FSくん（っていうの）」と服部に名前を教  
えてくれた。   
服部が，「うん，FSくんだね」と答えると，TJちゃんは，「ままごとだったらFSくんもいっ  
しょにはいるかなあ？」とたずねる。   
FS君は新入園児だが，発達的な遅れもあるために，なかなか集団活動に入ることができ  
ないでいた。TJちゃんは，FS君が花瓶を落としたり，部屋からとびだしたりして，みんな  




－14－   
子安・服部・郷式：「心の理論」獲得前後の他者の心の理解過程  





たんを広げると，「茶色の階段」を一つずつとってじゅうたんの上に置き始めた。   
じゅうたんと棚の間が少しほなれていて，一生懸命両手で抱えて運び始めたHY君の様子  
にKK君（年中）が気づいた。すると，さっと棚とじゅうたんの間の位置に入って，棚から  
横木をとってHY君に渡す役になる。まるで，バケツリレーのよう。   
まず，2人で順番通りに並べていった後，   
HY：くるくるかいだんにしよう（円形に並べたいらしい。直方体ほ全部で7つ）。   





寄ってきて目をくるくるさせて見ている。   
次いで，AR君（年中）も釆て「すご－い！」と拍手。そのAR君を見て，KK君，「やっ  
ていいよ」。KK君は，自分はその場から立ち上がり，AR君の背中を軽く押して場所をかわっ  




く押して場所をかわってあげたあたり，とても「おにいさん」らしくて驚く。   
ここで，発達的な観点から服部がもう一つ注目したのは，最初にHY君が「ウソショ」と  
横木を運び始めた時に，通りがかってふと気づいたKK君が，じゅうたんと棚との「間」に  
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C．誤った信念課題通過で心の理解が見られない例  





いる。   
AR君は，FMちゃんが立ち去ると自分の好きなように1人で遊び始める。そうしている  
と，また，FMちゃんがやって釆て「ちがう。ダメ」と言う。そのうち，AR君ほそのおし  










NY君はFH君にちょっかいをかけた。   
NY：こんなにもうできてるもん。   
NY君はFH君の進度が遅いとからかっているのである。これを聞いたIY君は，いつも自分  
がNY君にそういうことを言われているので，NY君のこの言葉に反発した。  
IY：そんなにバカにしないの！ いろんなこと知っているかもしれないよ。もしFHくん  
がいろんなこと知っていたら，NYくんどうするの？   
FH：あまいね。   


















1999年4月22日  エピソード9   誤った信念課題○ ，心の理解○   
4人がけの机にまずNN君（年中）がすわって数字をトレースするおしごとをしていた。  
そこへ，TJちゃん（年中）とMKちゃん（年中）が，MSちゃん（年少）をつれるようにし  










て，MSちゃんがやるのをじっと見守っている。   
MKちゃんは，年中児になって，4歳児でただ一人（4歳2か月の時点）誤った信念課題  






－17…   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第46号  
誤った信念課題○，心の理解○  1999年5月13日   エピソード10  
IY君（年長）とNY君（年長）は，同じ机の上で白地図の世界地図で示された地域（アジ  
ア，ヨーロッパ，アフリカ，南北アメリカ，オセアニアなど）を色エンピツでぬりわける作  
業をしていた。   
NY君が庸をはずした時，IY君と子安の間で次のような会話があった。   
IY：NYくんがばくをばかにする。   
子安：どうしてNYくんがはかにしたと思ったの？  
IY：ほんとだよ。ぼくがしっばいしたらニッとわらった（NY君の表情のものまねをす  
る）。ばくをばかにしているんだ。   
子安：でも，ともだちでしょ？  
IY：うん，きのういっしょにプールに行った。   
これほ，IY君が誤った信念課題に通過する約1か月前のことで，厳密にはIY君の「心の  
理論」の獲得が確認されたわけではない。しかし，この時のIY君の言動は，心の理解を前提  








い」と受け止めたらしい。「はんとだよ」は，子安の心をIY君なりに推測しての反応である。   
最後に，「ばくがしっばいしたらニッとわらった。ばくをばかにしているんだ」という発  
話は，NY君の表情から心を読み取ろうとしたIY君の努力の帰結である。   
このエピソードのように，年長児になると，お互いの心を読み取ることによって，豊かな  
コミュニケーショソが可能になるのである。  
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1999年6月3日  誤った信念課題○，心の理解○   エピソード11  
YD君（年長）がクロスステッチ（家の形）をしている。糸を何色も1人で持っている。  
YD君が赤色を使い始めようというところにYMちゃん（年長）が釆て，「赤貸して」。   
YD：ばくがつかうの。   
YM：けち。  
と一言いって立ち去る。   
その後，しばらくし七YMちゃんが釆て，赤い糸を取り，   
YM：ちょっとつかわして。   
YD：すく小かえしてくれる？   
YM：すく小かえす。  















見ると左右が逆転するのに気づかず，左から右に書きはじめた。   
子安がIY君に，右から左へ書くように注意した。すると，IY君の隣にすわっていたNY君  
が，びっくりしたように，   
NY：えっ，どっちからかくの？  
と聞いた。NY君も反対から書くものと思ったらしい。これを聞いたKMちゃんは，   
KM：NYくん，どっちからかくとおもっていたの？  
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考  察  
















2．「心の理論」のく獲得前後〉の規定   
本研究では，誤った信念課題を1998年と1999年の2度実施したが，1997年は実施していない。  
そのため1997年の観察記録ほ，今回の分析からは外さざるをえなかった。そのことはよいとし  
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ても，2回の誤った信念課題の結果から，「心の理論」のく獲得前後〉をどのように規定するか  













そこで，今回の報告では，移行期という扱いは避けた。一口に「心の理論」の 〈獲得前後〉 と  
いっても，どの程度の時間幅で言うのかを規定していくことが求められる。  
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4．心の理解の定義   
結果のところで示した事例分析のもう一つの問題点は，「心の理解」をどう定義すべきかであ  
る。今回の事例分析は，各観察者が提出した事例を相互にチェックして，明らかに心の理解と  
は関係のないエピソードは除外した。   
たとえば，次にあげるNMちゃんの発話についてのエピソードは，心の理解の例と言えるか  










した。   
また，心の理解の定義で難しいのは，価値的な基準を含めるかどうかという点である。   
たとえば，結果のところで示したエピソード8のNY君（年長）は，FH君の「あまいね」と  
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6．心の理解と認知発達の他の側面との関連性   
本稿では，K式発達検査の結果については殆ど言及していないが，4数復唱や了解Ⅲの結果  
ほ誤った信念課題の結果と関連性があり（表2～3），ワーキング・メモリーの増大や言語理解  







（idiot savant）の存在，などの事実から示されている。ここでもう一つ重要なのは，モジュー  
ルの定義の中の「独立」という部分ではなく，むしろ「相対的に」という部分であり，そのこ  
－23－   
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